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研究成果の概要 

自然界に棲む多くの寄生生物は、宿主の行動を効果的に操作する分子・神経回路を見つけ出し、自ら

の利益となる生物機能を自由自在に引き出す宿主操作をしている。こうした宿主の行動操作の分子・神

経機構を解明することは、動物の行動を制御する根本原理の解明に繋がるだけでなく、医療や工業分野

に革新的なアイデアをもたらす可能性がある。 

寄生生物ハリガネムシ類は、森林や草原で暮らす宿主（カマキリや直翅類等）の体内で成虫になると、

自らが繁殖をする水辺に戻るために、宿主を操って入水させてしまう。ハリガネムシ類に感染したハラ

ビロカマキリ（Hierodula patellifera）は、水面から特異的に反射される水平偏光への正の走性が高ま

り、入水行動に至ることが明らかになってきているが、その分子機構は未だ謎に包まれている。 

本年度の研究では、ハリガネムシの１種 Chordodes formoasanus が、宿主であるハラビロカマキリ

の偏光走性を高めることで、多様な水辺環境の中から、水域での生活史段階を生き延びやすい、枯れな

い水辺を選択することに寄与している一方、アスファルト道路からの反射光に含まれる水平偏光にも

誘引され、高い確率で斃死していることを実験的に示して論文発表した（Sawada et al. 2024 PNAS 

Nexus）。また、ハリガネムシ類の生態系レベルでの役割として、北海道では、Gordionus 属のハリガネ

ムシが地表徘徊性甲虫を春に水辺に誘導し、さらに Gordius 属のハリガネムシがカマドウマ類を秋に

水辺に誘導することで、河川性魚類が宿主を大量に捕食できる時期が年に２回生じることを観測・定量

して論文発表した（Asakura et al. 2024 Biology Letters）。宿主操作の分子機構解明については、行動操

作中と行動操作後のハリガネムシ体液のプロテオーム解析を行い、視覚系や行動活性に寄与する可能

性のある候補タンパク質を絞り込むことができた。さらに、宿主からハリガネムシへの遺伝子水平伝播

の普遍性を検証するために、国内外より３属５種のハリガネムシの新規ゲノム構築を共同研究者と進

めた。 
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